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Ⅳ 職員の業務遂行にあたっての行動指針 

※最終案でお示しします。 
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れる。 

○激化する海外との競争を背景に製造業を中心とした県内立地企業は厳し

い経営環境にさらされている。 

○紀伊半島大水害からの一日も早い復旧・復興が求められる。 
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Ⅱ    成平成 25 年年度の政策課題及びその 向展開方向    

「選択・集中プログラム」については、厳しい財政状況の中にあっても、

行政経営資源を効率的かつ効果的に投入し、緊急課題の解決や「協創」の取

組を進める。 

また、「選択・集中プログラム」に加え、社会情勢の変化や新たな仕組み

の創設等への対応に注力して取り組む。 

あわせて、「みえ県民力ビジョン・行動計画」に掲げた各施策等の数値目

標の達成に向けて、「守る」、「創る」、「拓く」の政策展開の基本方向ごとに

取組を戦略的に推進する。 

 

 

１ 「選択・集中プログラム」の展開 

（１）緊急課題解決プロジェクト 

（緊急課題解決１） 

命命をを守守るる 急 災急 災緊急減災緊急減災プロジプロジプロジェクトプロジェクト    

【注力する取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（緊急課題解決２） 

命命とと地域地域をを支支支支 るるえるえる道道道道づくづくづくりづくりプロジェクトプロジェクト    

【注力する取組】 
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（緊急課題解決３） 

命命とと健康健康をを守守守守るる医療体制医療体制医療体制医療体制のの確保確保プロジェクトプロジェクト    

【注力する取組】 

 

 

 

 

 

 

（緊急課題解決４） 

働働くく意欲意欲がが生生生生 せるせるかせるかせる雇用雇用雇用確保雇用確保プロジェクトプロジェクト    

【注力する取組】 

 

 

 

 

 

 

（緊急課題解決５） 

家族家族のの 生生絆再生絆再生とと子育子育子育子育てのてのてのためのてのための安心安心プロジェプロジェクトクト    

【注力する取組】 

 

 

 

 

 

 

（緊急課題解決６） 

「「共共にに生生 るるきるきる」」社会社会社会社会をつをつをつくるをつくる障障がいがい者自立支援者自立支援 ジ クトクトプロジェクトプロジェクト    

【注力する取組】 
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（緊急課題解決７） 

三重三重三重三重のの食食をを拓拓くく「「みえみえ イノベー ョイノベー ョフードイノベーションフードイノベーション」～」～もうかるもうかる 業業農林水産業農林水産業

のののの展展展開展開プロジェクトプロジェクト    

【注力する取組】 

 

 

 

 

 

（緊急課題解決８） 

日本日本日本日本ををリードリードするする「「「「メイメイメイドメイド・・インインインイン・・三重三重」」～～ものづくりものづくり推進推進 ェェプロジェプロジェ

クトクトクトクト    

【注力する取組】 

 

 

 

 

 

（緊急課題解決９） 

暮暮らしとらしと 業業産業産業をを守守守守るるるる獣害獣害獣害対策獣害対策プロジェクトプロジェクト    

【注力する取組】 

 

 

 

 

 

（緊急課題解決１０） 

地域地域をを守守るる産産産業産業廃棄物廃棄物廃棄物廃棄物のののの不適正処理是正不適正処理是正 トプロジェクトプロジェクト    

【注力する取組】 
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（２）新しい豊かさ協創プロジェクト 

（新しい豊かさ協創１） 

未来未来をを築築くく子子子子 ものものどものどもの学力学力学力向上協創学力向上協創プロジェクトプロジェクト    

【注力する取組】 

 

 

 

 

 

 

 

（新しい豊かさ協創２） 

夢夢とと感動感動ののス ーツス ーツスポーツスポーツ推進推進推進推進協創協創プロジェクトプロジェクト    

【注力する取組】 

 

 

 

 

 

（新しい豊かさ協創３） 

イイスマートライフスマートライフ推進協創推進協創推進協創推進協創プロジェクトプロジェクト    

【注力する取組】 

 

 

 

 

 

（新しい豊かさ協創４） 

世界世界のの人人 ととびとをびとを呼呼呼呼びびびび込込込込むむむむ観光協創観光協創プロジェクトプロジェクト    

【注力する取組】 
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（新しい豊かさ協創５） 

県民力県民力をを高高めめめるめる絆絆絆絆づくりづくりづくりづくり協創協創プロジェクトプロジェクト    

【注力する取組】 

 

 

 

 

（３）南部地域活性化プログラム 

【注力する取組】 
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２ 「選択・集中プログラム」以外に特に注力する取組 

 平成 25 年度においては、「選択・集中プログラム」に加え、社会情勢の変

化や新たな仕組みの創設等に対応するため、以下の項目について、注力して

取り組む。 

 

（紀伊半島大水害からの復旧・復興） 

 

 

 

 

（子どもの命を守る取組） 

 

 

 

 

（ライフイノベーションの推進） 
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Ⅲ    成平成 25 年年度の行政運営    

  平成 25 年度は、「みえ県民力ビジョン」の２年目を迎え、具体的な成果が

求められる年となるが、県行財政を取り巻く状況は一層厳しさを増すことが

予想される。また、鳥羽港改修工事にかかる不適正事務を踏まえ、再発防止

に努め、県民の皆様からの県政に対する信頼を回復する必要がある。 

  このため、行政運営にあたっては、三重県行財政改革取組を進めるととも

に、これまで以上に徹底した見直しに努め、新規・拡充を上回る改廃を行い

ながら厳しい優先度判断のもとで、メリハリのある経営資源配分を実現し、

効率的で効果的な事業執行を図る。併せて、県民の皆さんからの早期の信頼

回復に向けて、県職員としての公務員倫理やコンプライアンスの徹底、危機

意識の向上などに真正面から取り組む。 

  こうした行政運営により、自立した地域経営を実現し、「みえ県民力ビジョ

ン」の着実な推進につなげるものとする。 

 

１ 行財政改革取組 

（「三重県行財政改革取組」の着実な推進） 

「三重県行財政改革取組」で掲げた具体的取組については、「ロードマ

ップ」で示した工程に基づき、引き続き適切な進行管理を行い、全庁的

な推進を図る。 

 

（人づくりの改革） 

現場を重視し、県民の皆さんと共に「協創」の取組を進めるためのス

キルを身につける「人づくりの改革」については、現在、策定している

「三重県職員人づくり基本方針（仮称）」に基づく人材育成の推進など、

職員力のさらなる向上に取り組む。 

 

（財政運営の改革） 

持続可能な財政基盤の確立に向けた「財政運営の改革」については、

予算編成プロセスの見直しにより徹底した「選択と集中」を図るととも

に、県債残高の抑制、多様な財源の確保などを推進する。 

 

（仕組みの改革） 

県民の皆さんに成果をより届けることができる「仕組みの改革」につ

いては、政策を推進するための新たな仕組みを具体的に展開するととも

に、地域機関や組織運営の見直し、外郭団体等の見直しなどを実施する。 
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２ 財政運営の基本的な考え方 

（国の取組） 

我が国の財政は、歳出が税収等を大きく上回る状態が恒常的に継続し、

国及び地方の長期債務残高が 940 兆円（平成 24 年度末見込み）に達する

など、他の先進諸国と比較しても大きく悪化している。このため、国にお

いては、財政の持続可能性の確立に向けて、「財政運営戦略」に定められ

た財政健全化目標の達成に向けた取組を着実に進めていくこととされて

いる。 

 

（本県の財政状況） 

本県の平成 25 年度の財政状況は、円高等の影響により法人関係税が伸

び悩むなど県税収入が厳しい状況にある中で、社会保障関係経費や公債費

が平成 24 年度に比べ、100 億円を上回る増加が見込まれ、極めて深刻な

状況にある。 

 

（徹底した事業の見直しと「選択と集中」） 

このような中で、「みえ県民力ビジョン」の実現に向けた取組を促進す

るため、徹底した事業の見直しに努めるとともに、注力すべきものには注

力する一方で、厳しい事業の優先度判断により、新規・拡充を上回る事業

の廃止・縮小を行い、メリハリのある予算を編成する。 

 

  （県債発行の抑制） 

将来世代に負担を先送りしない、持続可能な財政運営を確立するため、

平成 26 年度末の県債残高（建設地方債等）を平成 23年度末よりも減少さ

せる目標達成に向けて、平成 25 年度の新規県債発行の抑制に努める。 

 

  （予算編成プロセスの見直し） 

当初予算の編成にあたっては、翌年度の税金の使い道をオープンに議論

し、これまでの事業の成果を検証しつつ、県民ニーズや社会経済情勢の変

化に柔軟に対応できる予算の実現をめざし、予算編成プロセスの見直しを

行う。このため、従来の施策別財源配分制度を廃止し、施策や事業の優先

度判断に基づき、限られた財源を柔軟に無駄なく配分できる仕組みに改め

る。あわせて、知事と部局長による協議を充実させるとともに、協議の場

を公開することで予算編成過程の透明化を図る。 
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３ 組織運営の基本的な考え方 

（「みえ県民力ビジョン」の的確な推進） 

 平成 25 年度の組織運営にあたっては、「三重県行財政改革取組」を踏

まえ、以下のとおり、組織機構や職員数を見直し、「みえ県民力ビジョン」

を的確に推進する。 

 

（地域機関の見直し） 

 地域機関を見直し、県組織全体として、現場重視で「みえ県民力ビジ

ョン」の施策を的確に推進していくこととし、県民から見て分かりやす

く簡素な組織体制、県民の安全・安心の確保に関する体制の充実、地域

の特性に応じた組織体制を構築する。 

 

（組織運営の見直し） 

 原則として、フラット制の組織運営を見直し、チェック機能の強化や

段階的な人材育成をめざした組織運営を図る。 

 

（職員数の見直し） 

 職員数については、行財政改革等による業務減に伴う縮減を図るとと

もに、予算編成の状況も踏まえたうえで、全庁的に選択と集中を図るこ

とで、「みえ県民力ビジョン」を的確に推進していく。 

 

４ コンプライアンス（法令遵守・公務員倫理）の徹底 

（「三重県ひとづくり基本方針（仮称）に基づく取組の推進」） 

 現在策定している「三重県ひとづくり基本方針（仮称）」において、コ

ンプライアンス意識の向上に関する取組目標を定め、高い倫理観を持ち、

誠実かつ公平・公正に職務を遂行できる、県民から信頼される人づくり

に取り組む。 

 

（チェック体制の強化と業務の適正な実施） 

    フラット制による個人単位の業務体制を改め、チェック担当者、決裁

者を増やすなど、グループ内でお互いに確認し合える業務体制を再構築

する。 

 

（再発防止策の適切な運用） 

鳥羽港改修工事にかかる不適正事務を踏まえ、情報公開・個人情報保

護制度推進要綱や公文書管理規定の見直しなどチェック体制の強化や、
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公共工事の各段階における意思決定の明確化と執行の適正化にかかる

様々な再発防止策について、職員の理解を深め、適切な運用を図る。 

 

 



 

 13 

Ⅳ    員職員のの業務遂業務遂行にあたっての行動指針    

  ※平成 24 年度経営方針における「五つの心得」をリニューアルして掲載。 

  ※ただし、１０月の段階では記載せず、最終案の段階で記載。 








